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凶
家
が
そ
の
師
山
崎
川
政
策
の

4

部
と
し
て
什
ふ
農
業
政
策
に
於
て
は
、
州
以
来
の
後
訟
と
民
日
比
の
耐
利
府
准
と
を
i
h
の
日
慨
に
箇
〈
乱

の
で
あ
る
。
誌
に
い
ふ
民
民
の
繭
利
及
る
概
念
の
う
ち
に
は
多
分
に
精
一
料
的
た
る
術
足
と
い
ふ
要
素
が
A
E
ま
れ
る
で
あ
ら
ろ
が
、
川
相

し
一
般
的
な
る
農
民
に
と
り
て
は
、
世
間
並
の
物
質
的
生
活
が
出
来
た
け
れ
ば
、
精
紳
的
な
る
一
耐
利
も
符
ら
れ
た
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

従
っ
て
農
業
政
策
に
於
て
は
、
品
ん
づ
第
一
に
農
産
物
の
増
産
、
換
言
す
れ
ば
農
業
生
尽
力
の
増
大
を
同
ら
危
竹
れ
ば
た
ら
た
い
。

と
の
農
業
生
産
力
の
増
大
に
よ
っ
て
、
農
民
の
物
質
的
問
利
の
増
進
が
始
め
て
可
能
と
な
る
。
併
し
た
が
ら
今
日
の
貨
幣
交
換
粧
桝

の
下
に
於
て
は
、
更
に
農
産
物
の
販
買
や
農
業
用
品
及
び
生
活
必
需
品
の
購
買
を
も
考
へ
友
け
れ
ば
友
ら
や
、
ま
た
金
融
の
問
題
を

も
併
せ
考
へ
た
け
れ
ば
な
ら
危
い
。
蓋
し
如
何
に
増
産
守
一
行
つ
で
も
、
と
れ
を
投
賓
し
た
り
、
必
需
品
を
不
首
に
い
品
〈
買
っ
た
り
、

或
は
金
融

t
に
於
て
不
利
投
取
引
を
し
て
ゐ
て
は
、
農
民
の
物
質
的
耐
利
は
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
農
業
政
策
は
第
二
に

流
通
政
策
乃
至
農
産
物
の
債
絡
政
策
に
重
黙
を
重
か
ね
ば
友
ら
友
い
。
第
三
に
農
業
生
産
力
の
府
進
蛇
に
農
産
物
傾
絡
政
策
に
ょ
っ

て
農
業
収
益
が
榊
加
さ
れ
る
に
し
て
も
、
と
の
牧
径
の
八
万
配
が
飴
り
に
一
部
に
偏
し
て
ゐ
て
は
、

一
般
農
民
の
物
質
的
繭
利
は
得
ら

れ
や
、
金
村
一
般
と
し
て
の
更
生
は
之
を
期
す
る
を
得
た
い
。
従
っ
て
農
業
牧
径
の
分
配
を
徐
り
に
一
一
部
に
偏
せ
し
め
で
は
な
ら
ぬ
。



こ
の
意
味
に
於
て
、
今
日
の
農
業
政
策
的
施
設
に
は
多
分
に
吐
合
政
策
的
施
設
が
加
味
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
今
日
の
農
業
政

策
に
於
て
は
、
府
産
政
策
、
債
格
政
策
及
び
分
配
政
策

ω
=一
者
が
適
営
に
綜
合
統
一
さ
hu
て
、
始
め
て
完
を
た
る
愛
業
政
策
が
構
成

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
明
治
維
新
以
来
今
日
に
至
る
七
十
年
間
に
於
け
る
我
同
農
業
政
策
の
後
展
を
透
視
す
る
に
、
上
司
}
の
三
政
策
を
綜
合
統
一

し
た
る
意
味
に
於
け
る
完
全
な
る
農
業
政
策
は
未
だ
樹
立
き
れ
る
に
至
っ
て
ね
な
い
。
明
治
時
代
及
び
大
正
の
初
期
を
通
ビ
て
行
は

れ
た
農
業
政
策
に
於
て
は
、
間
平
九
一
民
怪
物
の
榊
一
度
政
策
に
主
力
が
注
が
れ
た
。

元
来
、
明
治
維
新
の
改
革
に
よ
り
、
封
建
時
代
の
束

事
内
1
J
t
ヘ
E
J
t市
町
長
、
子
J

皮
目
、

tvrhい
)

J

二

1
1
一

;
t
J
2
i
d
五

(

個
人
の
弐
州
市
引
を
悲
訓
J
子
る
土
地
私
有
制
度
佐
州
仰
い
止
し
た
の
ほ
、

之
に
よ
っ
て
法
治
生
尽
力

の
増
進
を
促
し
、
農
業
を
し
て
新
興
資
本
主
義
政
展
の
検
析
た
ら
し
め
ん
と
の
意
闘
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
後

κ於
け

る
歴
代
の
政
府
も
、
こ
の
意
を
慢
し
で
、
各
種
の
袖
助
奨
防
策
に
よ
り
榊
産
政
策
に
専
念
し
た
。
し
か
も
自
主
・
自
律
性
に
乏
し
い

小
農
大
衆
を
統
率
し
て
、
彼
等
に
新
技
術
の
沈
踏
を
受
け
し
め
、
彼
等
の
心
情
を
侍
統
主
義
よ
り
経
神
的
ム
円
規
主
義
へ
と
翠
〈
た
め

に
は
、
農
民
の
外
に
立
つ
政
府
が
、
組
め
て
進
歩
的
た
る
企
業
的
役
対
ず
ら
況
ぜ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
印
ち
政
府
は
先
づ
第
一
に

農
業
技
術
の
設
達
を
促
す
た
め
に
、
農
業
殺
育
制
度
の
完
備
と
農
事
試
験
場
制
度
の
確
立
と
を
附
り
、
之
に
よ
っ
て
農
産
物
の
品
種
.

間
品
極
及
び
主
国
産
の
改
良
を
行
び
、
肥
料
及
び
土
壌
の
科
率
的
研
究
、
農
産
物
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
由
民
誕
生
産
力
の
策
連
を
促

し
た
。
更
に
第
二
に
農
地
そ
の
も
の
、
増
加
世
に
改
良
を
鷲
す
た
め
、

一
方
に
於
て
開
墾
、
埋
立
、
干
拓
等
に
よ
り
耕
地
面
積
の
増

加
を
闘
り
、
他
方
に
於
て
漠
瓶
、
排
水
設
備
、
そ
の
他
の
土
地
改
良
事
業
に
上
っ
て
既
存
農
地
の
生
産
力
の
榊
迭
に
努
め
た
。

乙

の

場
合
、
政
府
の
李
ゐ
る
小
農
大
衆
は
極
め
て
多
数
で
あ
る
か
ら
、
政
府
は
一
地
域
の
農
民
を
以
て
一
の
園
慌
を
組
織
せ
し
め
、

こ

。っ
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第
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占

ノ、

圏
践
を
し
て
増
産
政
策
の
干
受
圃
鵠
た
ら
し
め
た
。
而
し
℃
常
時
の
資
本
主
義
設
展
期
に
於
て
は
、
農
産
一
物
債
格
は
不
断
に
上
昇
傾

向
を
辿
っ
た
か
ら
、
農
村
の
鰐
民
力
の
源
泉
た
る
総
生
産
償
額
〈
生
産
数
量
と
偵
格
と
の
相
莱
積
と
し
て
の
)

の
増
加
は
、
増
産
の
み
に

よ
っ
て
達
せ
ら
れ
、
増
産
の
結
果
は
必
や
経
済
的
利
盆
と
な
っ
て
現
れ
た
。
然
る
に
斯
か
る
農
業
帥
日
産
本
位
政
策
は
、
そ
の
後
に
於

け
る
我
閣
の
農
業
及
び
一
般
経
済
情
勢
の
一
展
開
に
よ
っ
て
手
厳
し
い
批
判
を
う
け
る
時
代
が
来
た
。

勿山九聞か
L

る
増
産
政
策
に
よ
っ
て
我
図
の
農
業
が
明
治
維
新
以
来
飛
躍
的
愛
展
を
品
逃
げ
た
こ
と
は
、
之
を
認
む
べ
告
で
る
旬
、
ま

た
今
後
、
と
聞
も
榊
産
政
策
V
L

」
っ
て
州
市
一
巡
生
産
力
の
貯
え
を
閥
る
と
と
H
P
必

Z
Lあ
る
。
さ
り
な
が
ら
.
閣
の
農
北
政
策
が
増
盗
政

策
の
み
に
偏
す
る
と
と
は
決
し
て
望
ま
し
く
は
友
い
。
何
と
友
れ
ば
増
産
偏
重
政
策
に
あ
り
で
は
、
第
一
に
債
格
政
策
に
簡
れ
や
、

第
二
に
分
配
政
策
に
鰯
れ
る
所
が
少
い
か
ら
で
あ
る
。

先
づ
第
一
に
従
来
の
増
産
偏
重
政
策
は
、
欧
洲
大
戦
後
の
経
済
不
況
、
殊
に
昭
和
四
・
五
年
来
の
農
業
恐
慌
に
ょ
っ
で
厳
し
〈
批

利
さ
れ
る
と
と
L
た
っ
た
。
査
し
一
方
農
産
物
の
供
給
力
は
増
産
政
策
に
よ
っ
て
著
し
〈
増
加
し
た
る
に
拘
ら
や
、
他
方
そ
の
需
要

は
不
況
乃
至
恐
慌
に
基
く
購
買
力
減
退
に
よ
り
著
し
く
減
少
し
た
る
結
田
市
と
し
て
、
農
産
物
債
格
の
暴
落
、
工
業
品
に
針
す
る
銚
赦

債
格
差
の
機
大
を
賢
し
‘
農
家
経
済
を
破
綻
に
導
く
こ
と
も
ゐ
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

蕊
に
於
て
増
産
偏
重
政
策
の
映
陥
を
柿
ふ
た

め
、
債
格
政
策
に
主
力
が
注
が
れ
る
こ
と
L
な
っ
た
。
卸
ち
米
穀
統
制
法
、
米
穀
自
治
管
理
法
、
古
性
繭
底
理
統
制
法
、
重
要
肥
料
業

統
制
法
等
は
何
れ
も
此
の
債
絡
政
策
の
表
現
で
る
る
。
と
れ
と
共
に
、
農
家
の
窮
乏
を
救
ぴ
、

そ
の
更
生
の
基
礎
地
盤
を
確
立
す
る

た
め
、
農
村
経
済
更
生
運
動
と
農
家
負
債
整
理
事
業
と
が
全
図
的
に
起
さ
れ
る
こ
と
L
な
っ
た
。

第
二
に
従
来
の
増
産
偏
重
政
策
に
件
ム
訣
陥
は
、
分
配
政
策
に
鰯
れ
友
い
と
と
で
あ
る
。
若
し
今
日
の
農
業
が
自
作
農
家
の
み
に



よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
義
村
に
於
て
は
農
業
牧
盆
に
闘
す
る
分
配
問
題
は
趨
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
然
る
に
我
固
の
賓

欣
に
於
て
は
、
農
耕
地
の
四
割
七
分
が
小
作
地
で
あ
り
、
農
家
の
約
七
割
が
小
作
農
及
び
向
作
袋
小
作
農
家
で
あ
る
。
卸
ち
農
家
の

七
割
ま
で
が
多
か
れ
少
な
か
れ
小
作
契
約
に
よ
っ
て
、
小
作
料
を
支
掛
っ
て
地
主
か
ら
耕
地
を
賃
借
し
悲
け
れ
ば
な
ら
な
い
闘
係
に

-
あ
る
。
然
か
も
北
(
の
支
捕
ふ
べ
き
小
作
料
は
封
建
時
代
の
遺
風
を
う
け
て
甚
だ
し
く
高
率
で
あ
る
。
か
L
る
事
情
に
加
へ
て
、
我
図

に
於
て
は
農
耕
地
が
隈
ら
れ
て
居
り
、
そ
の
増
加
、
横
張
は
甚
だ
し
く
至
雑
で
あ
る
。
然
る
陀
長
耕
地
の
利
用
を
熱
望
し
て
ゐ
る
農

付
人
口
が
極
め
て
多
く
、
飽
和
欣
態
に
主
で
山
淫
し
て
ゐ
る
c

か
4

‘F

也
事
情
は
高
率
九
な
る
封
建
的
小
作
料
の
低
下
を
妨
げ
る
ど
と
ろ
か
、

常
に
み
γιbz
卜
一
円
叶
せ
し
め
ん
と
さ
へ
J
9

る。

し
か
も
我
聞
に
於
て
は
小
作
に
附
せ
ら
れ
る
跡
地
は
細
分
さ
れ
ナ
↑
ぬ
る
か
ら
、
待
一
色
操
業

に
従
事
す
る
者
は
、
何
人
で
も
斯
か
る
納
分
耕
地
に
到
す
る
競
争
者
と
在
っ
て
現
れ
る
。

か
く
て
耕
地
を
求
め
る
候
補
者
を
多
数
な

ら
し
め
、
そ
の
耕
地
獲
得
競
争
を
烈
し
か
ら
し
め
る
。
然
る
に
本
邦
に
於
け
る
小
作
契
約
は
多
く
は
口
頭
契
約
で
あ
り
、
そ
の
耕
作

機
は
確
立
さ
れ
て
居
ら
歩
、
ま
た
小
作
明
聞
に
定
め
の
な
い
も
の
が
多
い
か
ら
、
地
主
は
比
絞
的
容
易
に
何
時
で
も
小
作
契
約
を
更

改
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
斯
か
る
小
作
閥
係
の
下
に
立
つ
小
作
人
相
互
の
耕
地
獲
得
競
争
が
、
小
作
科
の
決
定
を
地
主
に
有

利
に
導
く
こ
と
L
友
る
の
は
骨
同
然
で
あ
る
。

従
っ
て
小
作
関
係
を
期
か
る
欣
態
の
下
に
放
任
し
て
置
い
て
、
増
産
政
策
を
強
行
す
る
場
合
に
は
、
農
業
牧
徒
に
闘
す
る
分
配
問

題
を
惹
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
L

な
る
。
査
し
農
産
物
の
改
良
や
増
産
は
、
多
く
の
揚
合
、
耕
作
農
民
の
努
力
に
よ
っ
て
行
は
れ

る
に
拘
ら
ポ
、
農
業
牧
益
力
の
増
加
は
、
小
作
料
の
引
上
げ
と
左
り
、
地
債
の
上
昇
と
な
っ
て
、
結
局
農
業
牧
益
分
配
上
に
於
け
る

獅
子
の
分
け
前
が
地
、
モ
に
腸
属
す
る
こ
と
h
A

た
る
か
ら
で
る
る
。
と
の
事
は
往
時
の
産
米
検
査
の
賓
施
に
就
い
て
も
、
ま
た
増
産
計

現
下
回
土
地
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農
地
法
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主
宜
を
主
と
す
る
今
日
の
農
村
粧
品
何
更
生
運
動
に
就
い
て
も
同
様
に
云
ひ
得
る
所
で
あ
る
。

か
〈
て
増
産
政
策
に
よ
っ
て
増
大
さ
れ
た

農
業
牧
径
の
公
正
友
る
分
配
に
あ
づ
か
ら
ん
と
す
る
小
作
人
の
要
求
が
根
本
的
原
因
と
た
っ
て
、
大
E
七
・
八
年
以
来
金
問
的
に
小

作
争
議
を
頻
愛
せ
し
め
る
こ
と
L

た
っ
た
。

か
く
て
分
配
問
題
が
農
村
問
題
の
前
商
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
L

な
っ
た
。

然
る
に
昭
和
四
・
五
年
来
の
農
業
恐
慌
は
、

と
の
農
村
問
題
の
形
相
を
一
挺
せ
し
め
る
こ
と
L
た
っ
た
。
去
し
農
業
恐
慌
は
地
主

と
小
作
人
と
の
問
に
分
配
す
ぺ
営
農
業
牧
九
州
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
か
ら
、
従
っ
て
地
、
五
と
小
作
人
と
が
牧
径
の
分
配
に
関
し
て
時
中

」
よ
り
も
‘
手
ろ
協
力
し
て
渋
荒
牧
(
壮
円
十
の
も
の
の
椛
川
町
に
い
貯
め
る
こ
と
中
町
不
一
川
川
市
川
な
ら
し
め
た
か
ら
寸
る
と
“

h
-
!
z
-

、

i
l
 

'円
P
/
¥

て
凶
詰

h
I
p
f

関
主
義
が
強
調
さ
れ
、
分
配
問
題
た
る
小
作
問
題
は
一
時
後
退
す
る
こ
と
L

た
っ
た
。
ま
た
首
時
及
び
そ
の
後
に
於
け
る
非
常
時
日

本
の
雰
囲
気
も
、
確
に
小
作
問
題
を
事
責
以
下
に
過
小
評
僚
せ
し
め
る
上
に
役
立
っ
た
。
而
し
て
斯
か
る
農
業
恐
慌
針
策
と
し
て
、

農
産
物
債
格
政
策
B
f
一
農
村
経
済
更
生
運
動
と
が
重
視
せ
ら
れ
る
こ
と
L
怠
っ
た
。

け
れ
ど
も
皐
な
る
債
格
政
策
も
ま
た
精
産
政
策
と
同
様
に
分
配
問
題
に
鰯
れ
ゑ
い
飲
陥
を
持
つ
。
蓋
し
我
図
に
於
け
名
高
率
現
物

小
作
料
の
存
続
は
、
小
作
人
を
し
て
農
産
物
債
格
政
策
の
粛
す
恩
一
患
に
充
分
に
均
寝
せ
し
め
る
こ
と
を
妨
げ
る
か
ら
で
る
る
。

さ

オ1

ば
農
産
物
債
格
政
策
の
目
標
が
一
般
農
民
生
活
の
安
定
に
あ
り
と
す
る
た
ら
ば
、

と
の
債
格
政
策
は
分
配
政
策
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ

た
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
更
に
小
作
閥
係
の
改
善
を
伴
は
な
い
草
友
る
増
産
計
輩
や
販
寅
改
善
に
の
み
終
始
す
る
農
村
経
済
更
生
運
動
に

於
て
も
ま
た
同
様
に
、
小
作
人
を
し
て
充
分
に
共
の
思
惑
に
浴
せ
し
め
難
い
。
更
生
運
動
の
賓
現
と
と
も
に
小
作
料
は
宰
る
反
っ
て
、

上
昇
し
た
と
云
ふ
が
如
き
事
貸
は
、
右
の
事
情
bz
雄
日
州
に
物
語
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
農
村
の
租
税
負
捨
の
軽
減
を
闘
っ
て
も
、
現
釈
の

億
で
は
容
易
に
小
作
料
の
軽
減
を
粛
さ
な
い
で
る
ら
う
。
故
に
買
に
る
一
悼
と
し
て
の
農
村
の
更
生
を
企
閲
す
る
に
る
る
た
ら
ぱ
、
必



宇
や
分
配
政
策
に
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
こ
と
与
な
る
で
る
ら
う
。
今
や
農
村
経
持
更
生
運
動
の
第
五
ヶ
年
度
を
迎
へ
、
隣

保
共
助
や
農
村
民
の
心
か
ら
な
る
一
致
闘
結
の
必
要
が
愈
々
強
調
さ
れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
、
小
作
争
議
件
数
は
逆
に
年
々
増
加
し
、

最
近
は
一
ヶ
年
に
六
千
八
百
件
(
昭
和
十
年
)
に
も
及
び
、
然
か
も
争
議
は
従
来
の
小
作
料
の
一
時
的
減
免
に
闘
す
る
も
の
か
ら
、
土

地
返
還
を
中
心
と
す
る
も
の
に
一
時
し
、
念
々
そ
の
深
刻
の
皮
を
加
へ
つ
L
あ
る
。
日
下
進
展
中
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
鍬
朕
岡
田

格
差
の
横
大
に
ょ
っ
で
、

一
居
こ
の
事
情
に
拍
車
を
加
へ
ざ
る
や
が
倶
れ
ら
れ
る
。

さ
れ
ば
常
て
増
年
政
策
や
債
格
政
策
に
測
し
、
極
め
て
進
少
的
な
る
役
割
苧
一
果
し
た
る
政
府
は
、
ん
ー
や
分
配
政
策
の
確
立
に
も
積

Mi 
11勺
j己

飛

、も

此
等
の
つ
一
政
策
一
む
誠
一
市
川
に
刊
行
合
統
一
し
た
諸
味
に
於
け
あ
仙
川

J

賢
次
る
日
本
民
主
政
策
の
樹
立
に
現
住
巡
逃
ナ
ィ
当

秋
で
あ
る
。

一一

け
れ
ど
も
政
府
首
局
に
於
て
も
、
農
業
分
配
問
題
た
る
小
作
問
題
、
農
業
土
地
問
題
の
仰
川
決
に
闘
し
て
は
全
〈
之
を
等
閑
に
附
し

た
も
の
で
は
た
か
っ
た
。
小
作
争
議
が
全
閥
的
に
勃
後
ぜ
ん
と
す
る
徴
候
を
示
す
や
、
大
E
九
年
以
来
、
政
府
は
小
作
制
度
調
存
一
委

員
舎
、
小
作
制
度
調
究
命
日
、
帝
園
経
済
合
議
農
業
部
、
小
作
調
脊
一
合
等
h
f
設
置
し
て
、
小
作
問
題
及
び
共
の
制
策
に
就
い
て
寝
議
せ

し
め
た
。
政
府
は
此
等
の
調
資
舎
の
答
申
に
基
き
、
小
作
争
議
を
民
事
訴
訟
法
の
手
続
に
よ
ら
や
、
営
事
者
の
安
協
を
中
心
と
し
て

解
決
せ
し
む
べ
き
子
段
と
し
て
大
王
十
三
年
十
二
月
上
り
小
作
調
停
法
そ
施
行
し
、
主
た
小
作
地
の
減
少
、
自
作
農
の
縫
持
創
設
を

岡
る
た
め
大
疋
十
五
年
五
月
に
自
作
農
創
設
維
持
補
助
規
則
を
制
定
し
た
。
而
し
て
小
作
法
に
閲
し
て
は
大
疋
十
五
年
に
小
作
調
査

舎
の
決
定
し
た
る
「
小
作
法
制
定
上
規
定
す
べ
き
事
項
に
闘
す
る
要
綱
一
を
基
と
し
て
農
林
常
昂
の
作
成
し
た
る
「
小
作
法
草
案
」
に
多

現
下
の
土
地
問
題
と
農
地
法
案

第
四
十
回
毎

第
六
競

ブL
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少
の
訂
正
を
加
へ
、
昭
和
六
年
の
第
五
十
九
議
舎
に
提
出
し
た
。
之
に
到
し
衆
議
院
は
若
干
の
修
正
を
加
へ
で
可
決
し
た
る
も
、
貴

族
院
に
於
て
審
議
未
了
に
終
っ
た
c

従
っ
て
今
日
に
於
て
は
、
農
業
分
配
問
題
た
る
小
作
問
題
、
農
業
土
地
問
題
の
針
策
と
し
て
は
、
小
作
調
停
法
と
自
作
農
創
設
紘

持
事
業
と
が
実
施
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
此
の
小
作
調
停
法
は
手
続
法
で
あ
り
、

一
律
の
射
出
療
法
た
る
に
過
ぎ
な
い

か
ら
、
小
作
争
議
そ
の
も
の
ミ
後
生
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
争
議
調
停
に
際
し
て
準
時
摘
す
ぺ
き
賓
悼
法
を
具
備
す
る
た
め
に

も
‘
小
作
法
の
制
定
K
ま一
L
進
ま
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
口

と
の
小
作
調
停
法
の
施
行
以
来
航
K
1寸
ニ
ク
飢
除
を
総
制
し
て
ゐ
る
か
ら

b

そ
の
聞
に
調
停
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
る
諸
資
料
よ
り
す
る
も
、
小
作
法
の
内
容
と
し
て
取
り
入
る
ぺ
き
諸
賭
に
閲
し
て
は
、
大

般
の
目
安
が
得
ら
れ
て
ゐ
る
弐
第
で
あ
る
か
ら
、
時
宜
に
越
し
た
小
作
法
b
E
制
定
す
る
こ
と
は
決
し
て
困
難
で
は
た
い
。
加
之
、
小

作
法
の
制
定
は
自
作
農
創
設
事
業
費
施
の
前
提
僚
件
と
し
て
も
絶
針
的
に
必
要
で
あ
る
。
突
に
現
行
自
作
農
創
設
維
持
事
業
に
於
て

は
、
関
家
白
か
ら
之
を
行
は
や
、
府
鰐
そ
の
他
の
機
闘
を
し
て
行
は
し
め
る
所
の
所
諮
問
接
創
設
主
義
に
探
る
も
の
で
る
り
、
ま
た

自
作
農
創
設
に
闘
し
て
は
地
主
の
土
地
震
却
を
宅
も
強
制
せ
ざ
る
所
謂
自
由
創
設
主
義
に
擦
る
も
の
で
る
る
。
然
か
も
そ
の
規
模
も

至
っ
て
小
さ
く
、
そ
の
方
法
も
極
め
て
微
温
的
で
あ
る
か
ら
、
農
地
問
題
の
一
解
決
策
と
し
て
は
、
農
村
を
し
て
百
年
河
清
を
待
つ
の

随
(
を
致
せ
し
め
ざ
る
を
得
た
い
。
と
れ
農
地
問
題
の
解
決
策
と
し
て
小
作
法
と
有
機
的
関
係
を
持
つ
大
規
模
友
る
自
作
農
創
設
維
持

事
業
が
要
求
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

さ
れ
ば
斯
か
る
際
に
前
内
閣
(
庚
国
内
閣
)
が
農
林
園
策
(
主
項
目
中
)
の
一
っ
と
し
て
「
農
地
制
度
の
改
革
」
を
掲
げ
た
と
と
は
、
よ
く

時
宜
に
渇
す
る
も
の
で
、
之
に
よ
っ
て
践
行
的
で
あ
っ
た
従
来
の
農
業
政
策
を
幾
分
た
れ
り
と
も
修
正
し
符
る
と
の
期
待
を
世
人
に
興

祁i稿、現下の土地問題と自作農創設事業(経桝論議第43怠第x競)参照1 ) 



へ
た
。
現
内
閣
も
ま
た
「
庶
政
一
新
」
を
楳
傍
ず
る
立
場
か
ら
、
前
内
閣
の
方
針
を
踏
襲
し
、
農
地
法
案
を
起
草
し
て
、
先
般
の
第
七

十
議
舎
に
提
出
し
た
。
採
め
抜
い
た
同
法
案
に
封
ず
る
政
民
共
同
修
E
案
が
合
期
間
近
に
至
っ
て
漸
く
成
立
し
、
貴
族
院
へ
廻
迭
さ

れ
ん
と
し
た
際
に
解
散
に
あ
ひ
審
議
未
了
に
終
っ
た
。
併
し
農
地
法
案
が
来
る
べ
き
臨
時
議
舎
に
再
び
相
提
出
さ
れ
る
気
遣
は
極
め
て

濃
厚
で
あ
る
左
停
へ
ら
れ
て
ゐ
る
際
で
あ
る
か
ら
、
認
に
同
法
案
に
封
し
て
若
干
の
検
討
を
加
〈
る
こ
と
も
必
中
し
ち
徒
爾
で
は
な

か
ら
う
。

こ
の
農
地
法
案
は
公
文
一
-
一
一
十
二
僚
-
仇
り
止
な
る
も
の
で
、

そ
の
第
一
僚
に
於
ナ
一

1
2ミ
t
L
E
I
-〉
5
H
:リ
ー

1
三

H
J
u
t

一ヰ
U
ト

k
E
一
言
布

Z
F
z前一叩

K
H
B
E
M
U均
f
官
記

総
持
及
産
地
の
依
州
政
待
問
併
の
調
孜
氏
空
腹
る
を
以
て
日
酌
と
す
」
と
謡
ひ
、
本
訟
の
指
導
和
刷
、
と
北
ハ
の
目
的
と
を
極
め
て
穏
や
か

に
示
し
て
ゐ
る
。
剖
ち
本
訟
の
指
導
精
神
に
闘
し
農
林
省
営
局
の
言
ふ
所
に
よ
れ
ば
「
由
来
農
村
生
活
に
直
接
の
聞
係
あ
る
法
律
の

運
用
は
之
に
関
係
る
る
村
の
人
々
の
互
設
相
助
の
精
神
に
よ
っ
て
そ
の
放
来
が
事
が
る
の
で
あ
る
が
、

神
を
貫
.
‘
一
の
現
れ
と
し
て
の
本
扶
は
強
力
友
制
裁
を
も
っ
て
強
制
す
る
乙
と
は
避
け
ら
れ
て
居
る
パ
一
と
た
し
、
自
作
地
の
創
設
維

と
の
意
味
に
於
て
、

と
の
精

持
に
閲
し
て
も
農
地
の
使
用
牧
谷
闘
係
の
調
整
に
闘
し
で
も
、
村
民
の
互
譲
相
助
の
精
神
に
訴
へ
て
、
桜
力
協
調
的
・
自
治
的
に
解

決
せ
し
め
る
こ
と
を
以
て
主
眼
と
し
て
ゐ
る
。
次
に
本
法
の
目
的
に
閲
し
て
は
、
自
作
農
地
の
創
設
維
持
と
農
地
の
使
用
牧
待
関
係

の
調
整
に
あ
り
と
し
、
そ
の
内
容
・
資
質
の
如
何
は
別
と
し
て
、
少
〈
と
も
形
式
的
に
は
自
作
農
地
創
設
維
持
事
業
と
小
作
法
と
を

匂
合
せ
し
め
、
雨
者
の
有
機
的
聯
闘
性
の
下
に
、
統
一
的
農
地
政
策
を
樹
立
せ
ん
と
意
聞
し
て
ゐ
る
。

先
づ
農
地
法
案
に
於
て
は
、
市
町
村
に
農
地
委
員
曾
放
る
も
の
を
設
置
し
て
、
自
作
地
の
創
設
維
持
、
農
地
の
使
用
牧
益
閥
係
、

現
下
の
土
地
問
題
k
農
地
法
案

第
四
十
回
答

互五

第
六
銃

農林省農務局、農地法案に就で(農業、間~~羽IZ年4月競)



現
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の
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第
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1王

共
の
他
農
地
に
闘
す
る
事
項
を
定
理
せ
し
め
る
こ
と
L
友
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
と
の
農
地
委
員
舎
は
自
作
地
の
創
設
又
は
維
持
に
闘
す

る
斡
旋
、
農
地
の
寅
却
に
闘
す
る
斡
旋
、
小
作
料
そ
の
他
小
作
保
件
の
改
訂
等
を
司
る
重
要
友
る
機
関
と
た
る
も
の
で
あ
る
。
然
る

に
農
地
法
案
に
於
て
は
、

こ
の
重
要
た
る
農
地
委
員
舎
の
組
織
、
機
能
等
に
闘
し
て
は
勅
令
を
以
て
定
め
る
こ
と
t
A

な
っ
て
ゐ
る
か

ら
、
核
?
は
由
民
地
委
員
命
日
に
つ
い
て
検
討
す
る
を
得
た
い
。
併
し
州
民
林
省
首
口
川
の
一
一
品
に
よ
れ
ば
「
こ
の
農
地
委
見
合
は
全
然
新
し
い

も
の
で
は
な
く
、

従
来
の
自
作
曲
以
創
設
紘
料
施
設
に
伴
う
七
設
校
常
ら
れ
て
日
出
る
町
付
の
白
川
川
良
創
設
緋
山
内
審
議
命
と
従
来
村
に
存

在
し
て
居
る
小
作
委
員
舎
と
を
一
一
粕
に
す
る
考
〈
じ
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
審
議
ム
習
は
自
作
法
創
設
に
闘
し
」
黒
封
土
地

債
格
共
の
他
重
要
な
る
事
項
を
審
議
す
る
機
闘
と
し
て
各
府
懸
に
設
置
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
小
作
委
員
舎
は
地
主
及

び
小
作
人
の
各
々
か
ら
又
は
之
に
加
ふ
る
に
自
作
農
そ
の
他
の
者
の
中
か
ら
一
定
数
又
は
一
定
比
率
の
代
表
者
を
選
出
し
、
此
等
の

代
表
者
を
以
て
組
織
す
る
も
の
で
、

一
定
区
域
内
に
於
け
る
小
作
品
陣
件
の
維
持
改
善
、
印
ち
小
作
料
改
定
、
小
作
料
の
減
免
卒
協
定
.

小
作
料
納
入
方
法
の
改
善
等
に
闘
す
る
事
項
及
び
其
の
他
農
村
枇
舎
生
活
に
闘
す
る
事
故
を
闘
潟
に
協
議
決
定
し
て
地
主
小
作
人
間

の
利
害
の
調
和
を
箇
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
協
調
組
合
を
母
憾
と
し
て
ゐ
る
。
政
府
は
農
地
委
員
舎
に
斯
か

る
協
調
組
織
を
と
ら
し
め
ん
と
し
て
ゐ
る
c

思
ふ
に
園

E

家
が
農
地
政
策
を
樹
立
し
、
小
作
法
を
制
定
す
る
に
際
し
で
は
、

一
の
階
級
的
立
場
よ
り
、
或
は
絶
剥
的
た
る
小
作
人

の
み
の
利
盆
を
困
り
、
或
は
絡
封
的
危
る
地
主
の
み
の
利
釜
を
闘
る
こ
と
は
之
を
泣
く
べ
く
、
寧
ろ
超
階
級
的
立
場
よ
り
地
主
小
作

雨
者
に
封
し
、
或
黙
に
於
て
は
共
の
利
益
を
周
り
、
或
る
貼
に
於
て
は
共
の
放
恋
を
警
め
て
、
公
正
に
雨
者
間
の
利
害
の
調
和
を
闘

る
乙
と
を
主
眼
と
す
べ
き
で
あ
る
。
但
し
こ
の
際
、
相
封
す
る
地
主
と
小
作
人
と
の
何
れ
が
今
日
不
首
に
よ
り
不
利
な
る
立
何
切
に
置

農林省農局、農地務法案に就て(偉業、前掲雑誌)1) 



地
主
と
小
作
人
と
の
現
存

関
係
を
ば
、
圏
一
家
肱
舎
全
般
の
健
全
な
る
発
達
に
合
致
す
る
や
う
、
之
を
改
善
す
る
だ
け
の
齢
酌
は
之
を
加
ふ
ぺ
き
で
あ
る
。
縫
っ

か
れ
て
居
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
園
家
枇
合
全
般
の
建
会
た
る
護
連
が
阻
害
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
判
断
し
、

て
斯
る
政
策
の
下
に
於
て
各
村
々
に
設
立
さ
る
べ
き
設
地
委
員
舎
も
ま
た
、

か
L

る
超
階
級
的
な
る
第
三
者
の
立
場
に
於
て
、
公
正

に
地
主
と
小
作
人
と
の
利
害
の
調
和
に
努
め
る
も
の
で
友
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
農
地
委
員
曾
に
於
て
は
地
主
の
利
径
と
小
作
人

の
利
盆
と
が
公
正
に
代
表
さ
れ
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。
先
般
の
議
舎
に
於
け
る
政
民
雨
黛
の
共
同
修
正
案
に
も
「
農
地
委
員
合
は
全

村
一
健
の
精
神
に
基
き
之
を
選
任
す
ぺ
し
」
と
の
付
帯
決
議
が
附
さ
れ
た
る
は
、
そ
の
意
闘
は
恐
ら
く
は
右
の
如
き
超
階
級
的
立
揚

を
と
る
協
調
的
委
員
舎
を
設
置
す
る
に
あ
る
で
あ
ら
う
。

か
〈
民
地
委
口
リ
行
は
紹
階
級
的
h
J
場
よ
り
、

地
主
小
作
人
間
の
丘
設
相

ωの
精
神
に
川
つ
一
叩
k

民
地
問
討
の
解
決
わ
均
一
川
…
る
も
の
l
し
ず

る
も
、

こ
の
雨
者
の
互
譲
相
助
の
精
神
を
徐
り
に
過
大
視
し
で
は
な
ら
友
い
。
査
し
一
の
農
地
法
に
よ
っ
て
地
主
小
作
人
間
の
互
譲

相
幼
の
精
岬
が
俄
に
高
揚
さ
れ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
?
あ
る
。
乙
の
事
は
、
今
日
の
農
村
総
枠
更
生
運
動
に
於
て
も
隣
保
共

助
の
精
神
の
後
揮
を
極
力
重
ん
じ
、
地
主
も
小
作
も
共
に
共
の
争
を
や
め
て
金
村
の
平
和
を
附
る
寸
つ
高
唱
さ
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら

示
、
小
作
手
議
件
数
は
逆
に
年
々
増
加
し
つ
L
あ
る
事
情
に
徴
し
て
も
味
ら
か
で
あ
る
。
さ
れ
ば
地
主
及
び
小
作
人
陀
豆
譲
相
助
の

精
神
に
則
つ
で
協
調
せ
よ
と
説
く
前
に
、
如
何
怠
る
保
件
に
従
っ
て
協
調
す
る
を
可
と
す
る
か
、
政
府
は
立
し
く
上
述
の
指
導
精
神

に
照
し
公
正
た
り
と
信
守
る
協
調
保
件
を
法
文
中
に
掲
げ
、
或
る
程
度
ま
で
之
を
強
制
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
友
ら
友
い
。

か
の
且
誌

付
負
債
整
邸
組
合
法
に
於
て
も
「
隣
保
共
助
の
精
紳
に
則
り
・
・
:
・
負
債
の
整
理
伊
傍
さ
し
む
」
る
事
を
目
的
と
す
る
も
‘
営
事
者
が
如

何
友
る
基
準
に
従
っ
て
負
債
僚
件
の
一
緩
和
を
試
む
べ
き
か
、
之
に
闘
す
る
準
則
を
宅
も
規
定
し
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
負
債
の
燦
件
緩

現
下
旬
土
地
問
題
、
と
農
地
法
案

第
四
十
四
巻

七

第
六
競



現
下
の
土
地
問
題
正
農
地
法
案

第
四
十
四
巻

第
六
銃

四

i¥. 

和
が
関
治
に
行
は
れ
守
、
た
め
に
該
事
業
の
進
展
が
捗
々
し
く
な
い
。
従
っ
て
立
法
者
は
或
る
程
度
ま
で
法
的
統
制
を
加
へ
る
こ
と

を
周
遊
し
て
は
た
ら
左
い
。
村
民
の
隣
保
共
助
や
互
譲
相
助
の
精
神
を
高
唱
す
る
と
と
は
近
年
に
於
け
る
我
問
農
業
立
法
の
長
所
で

は
あ
る
が
、
絵
り
に
之
を
過
大
に
評
慣
す
る
と
と
は
、
ま
た
同
時
に
そ
の
短
所
で
も
あ
る
。
農
地
法
案
は
果
し
て
充
分
た
る
法
的
統

制
を
加
へ
て
ゐ
る
で
る
ら
う
か
。
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犀
の
創
設
維
持
資
金
を
二
十
五
年
間
に
亙
っ
て
融
通
し
よ
う
と
す
る
案
で
あ
る
。

と
の
た
め
に
要
す
る
費
用
は
綿
額
十
億
固
で
あ
っ

て
、
之
に
よ
っ
て
創
設
維
持
せ
ら
れ
る
間
積
は
約
四
十
二
高
町
歩
、
現
小
作
地
の
七
分
の
一
に
首
り
、
二
十
五
年
後
に
は
会
耕
地
六

百
寓
町
歩
の
約
五
分
の
三
が
自
作
地
と
た
る
(
現
在
の
自
作
地
を
合
せ
て
)
計
算
で
あ
る
」
。
印
ち
そ
の
本
質
は
、
大
正
十
五
年
以
来
賓

施
さ
れ
て
ゐ
る
自
作
農
創
設
推
持
事
業
を
棋
大
ず
る
も
の
に
外
な
ら
友
い
。

こ
の
自
作
地
の
創
設
維
持
に
闘
し
で
も
、
農
訓
委
員
舎
は
重
大
な
る
役
割
を
慣
や
る
も
の
で
、
農
業
に
従
事
す
る
者
の
請
求
の
あ

っ
た
揚
合
に
は
自
作
地
の
創
設
又
は
維
持
に
闘
す
る
斡
旋
を
友
す
も
の
で
、
ま
た
農
地
所
有
者
の
請
求
の
あ
っ
た
揚
合
陀
は
農
地
の

寅
却
に
闘
す
る
斡
旋
を
も
た
す
も
の
で
る
る
。

乙
の
揚
合
に
於
て
も
農
地
の
譲
渡
、
そ
の
責
債
等
に
つ
い
て
は
、
地
主
と
小
作
人
と

の
聞
の
譲
り
合
ひ
、
互
譲
に
重
き
を
置
き
、
之
に
よ
っ
で
本
法
が
園
清
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
ゐ
る
。

先
づ
第
一
に
吟
味
す
べ
き
は
、
小
作
人
の
購
入
す
べ
き
農
地
の
債
格
で
る
る
。
農
地
の
牧
円
分
債
格
を
蓬
に
超
え
る
地
債
を
以
て
購

入
し
、
従
っ
て
産
業
利
潤
率
を
超
え
る
高
き
年
賦
償
還
李
を
以
て
し
て
は
、
創
設
事
業
は
経
済
的
に
成
功
す
る
見
込
が
た
い
。
然
る

農林省農務局、農地法案に就て(前拐雑誌)



に
農
地
法
案
に
は
購
入
債
格
に
闘
す
る
何
等
の
規
定
も
た
い
。
農
地
委
員
舎
に
於
け
る
地
主
と
小
作
人
と
の
互
譲
の
結
果
と
し
て
、

購
入
債
格
は
白
か
ら
牧
毎
債
格
に
合
致
し
て
決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
。
農
地
法
案
に
農
地
購
入
債
権
に
闘
す
る
規
定
の
な

い
結
果
と
し
て
.
大
正
十
五
年
の
白
作
農
創
設
維
持
補
助
規
則
に
よ
る
標
準
優
格
の
算
出
方
法
が
常
然
採
用
さ
れ
る
と
と
で
あ
ら
う
。

然
る
に
此
の
標
準
債
格
の
算
出
は
、
小
作
料
を
基
準
と
し
て
之
を
一
定
利
子
歩
合
で
資
本
債
額
に
還
元
す
る
方
法
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、

一
芯
来
現
在
の
小
作
料
そ
の
も
の
が
一
両
き
に
失
す
る
と
非
難
さ
れ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
か
ら
、
標
準
債
格
も
ま
た
両
者
に
失
す
る
と
と

t
h

恋
ら
ざ
る
を
得
友
い
。
加
ふ
る
に
悶
家
が
相
官
大
規
模
に
自
作
農
創
設
を
行
ふ
と
き
は
.
長
地
に
封
す
る
常
市
長
の
掛
川
大
を
来
し
地

{I'[ 
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用
仲
間
て
也
買
を
み

E
K
〆
亡
、
ベ
川

f
f
t
{
ー
ノ

l
イ
l

-

J

る
後
に
自
作
地
創
設
を
行
ふ
べ
き
で
あ
る
。
か
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
於
け
る
大
規
模
な
る
自
作
農
創
設
事
業
が
成
功
し
た
る
も
、
先

づ
小
作
訟
に
於
て
相
官
小
作
料
に
閲
す
る
規
定
を
た
し
、
小
作
料
の
低
下
を
阿
る
こ
と
を
先
決
問
題
、
ど
し
た
か
ら
で
あ
る
。
農
地
法

案
に
斯
る
規
定
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。

第
二
に
現
在
の
現
物
小
作
制
の
下
に
於
て
は
、
不
作
・
凶
作
の
場
合
に
は
、
小
作
人
は
小
作
料
の
減
免
を
地
主
に
要
求
し
得
る
が
.

一
旦
自
作
農
と
た
り
、
年
賦
償
還
の
方
法
に
よ
っ
て
土
地
購
入
代
金
の
元
利
を
償
還
す
る
こ
と
弘
一
な
れ
ば
、
借
り
た
る
金
の
元
利
は

作
柄
の
豊
凶
如
何
に
拘
ら
十
支
排
ふ
こ
と
を
要
し
、
現
物
小
作
料
の
如
く
減
免
を
要
求
す
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
農
産
物
の
牧
穫
保

険
を
貫
施
し
て
、
凶
作
よ
り
起
る
農
家
牧
入
の
減
少
に
備
へ
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
地
法
案
に
は
倫
ほ
此
の
賄
に
闘
す
る
施
設
を

伴
っ
て
ゐ
な
い
。
併
し
今
日
で
は
米
穀
統
制
策
が
昨
開
立
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

乙
の
統
制
策
が
持
積
さ
れ
る
限
り
、
購
入
農
地
債
格
さ

へ
共
の
牧
益
慣
格
に
均
し
〈
決
定
さ
れ
る
か
、
又
は
そ
れ
以
下
に
決
定
さ
れ
る
揚
合
に
は
、
一
光
利
の
償
還
に
は
大
い
友
る
障
害
を
伶

現
下
の
土
地
問
題
と
農
地
法
案

第
四
十
四
巻

九

第
六
競
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現
下
の
土
地
問
題
と
農
地
法
案

第
四
十
問
答

O 

第
六
披

プて

は
た
い
で
あ
ら
う
。

第
三
に
農
地
法
案
に
よ
る
白
作
曲
民
地
の
創
設
に
於
て
は
、
農
地
の
貰
却
を
地
主
に
何
等
強
制
し
な
い
向
巾
創
設
主
義
を
採
つ
で
ゐ

る
。
併
し
自
作
農
地
の
創
設
が
漸
次
進
行
す
る
に
従
っ
て
農
地
債
格
は
騰
貴
す
る
こ
と
を
免
れ
中
、
共
の
結
果
は
小
作
人
の
農
地
購

入
が
困
難
と
な
り
、
ま
た
共
の
債
格
を
制
限
す
れ
ば
地
主
は
土
地
を
寅
却
せ
な
い
こ
と
L

な
る
。
従
っ
て
自
由
創
設
主
義
は
或
忍
結

以
上
に
な
れ
ば
必
然
行
詰
ら
ざ
る
な
制
作
た
い
。

こ
の
故
に
地
主
の
農
地
建
却
を
強
制
し
得
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
必
裂
と
な
る
。

第
四
に
創
設
d
d
れ
た
自
作
恐
を
縦

M
r
る
た
め
に
は
、
決
産
物
倒
怖
統
制
や
由
民
党
保
険
制
が
必
掠
マ
あ
る
が
、
向
ほ
自
作
法
の
粗

税
負
婚
を
軽
減
し
在
け
れ
ば
左
ら
ね
。
大
五
十
五
年
以
来
、
白
己
の
住
居
す
る
町
村
及
び
隣
接
町
村
に
於
て
所
有
す
る
自
作
岡
畑
に

釘
し
て
は
、
そ
の
地
慎
二
百
園
(
昭
和
七
年
よ
り
は
賃
貸
偵
格
二
百
闘
)
を
超
え
ざ
る
も
の
に
針
し
、
閣
税
た
る
地
租
が
売
除
さ
れ
る
と
と

a
A

た
っ
て
ゐ
る
。
併
し
大
規
模
な
る
自
作
農
創
設
事
業
が
行
は
れ
る
と
、
そ
れ
に
作
ふ
て
現
布
の
不
耕
地
主
の
数
は
漸
弐
少
〈
た
る

か
ら
、
彼
等
の
負
携
し
て
来
た
地
方
税
の
幾
剖
か
ピ
新
醤
の
自
作
農
に
よ
っ
て
負
携
さ
れ
る
こ
と
L

た
る
。
従
っ
て
彼
等
の
地
方
税

負
携
を
軽
減
す
る
た
め
、
今
日
の
臨
時
町
村
財
政
補
給
金
制
度
を
績
大
し
、
之
を
恒
久
化
す
る
方
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
注
ら
ね
。

第
五
に
農
地
法
案
に
於
て
は
創
設
さ
れ
た
自
作
農
を
維
持
す
る
た
め
、
命
令
の
定
む
る
揚
合
の
外
、
行
政
官
臓
の
認
可
を
受
〈
る

に
非
ざ
れ
ば
、
自
作
地
の
譲
渡
、
貸
付
‘
物
穫
の
設
定
、
自
作
地
の
耕
作
廃
止
を
恋
し
得
ざ
る
こ
と
t
A

怒
っ
て
ゐ
る
。
之
は
一
旦
白

作
農
と
た
O
た
も
の
を
土
地
に
結
び
つ
け
て
、
再
び
元
の
小
作
農
に
逆
戻
り
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
る
規
定
で
は
あ
る
が
、

と
の
制
限
を
幾
ヶ
年
と
す
る
か
に
開
し
て
は
法
案
に
何
等
の
規
定
が
な
い
。

ぽ
、
家
産
法
の
如
き
も
の
を
制
定
し
、
創
設
さ
れ
た
自
作
農
地
は
之
を
家
産
と
し
て
登
記
し
、
共
の
土
地
底
分
を
或
る
程
度
玄
で
制

併
し
創
設
さ
れ
た
自
作
農
を
永
〈
維
持
せ
ん
と
す
れ

拙稿、農政上よ P見たる家産制度(農村問題研究)多照
家産法の貨施により自作農は土地信用能力を縮少古れること Lなるから、之
を補」、ためには信用組合の中j-;&';::圃って、経営 Jr.E'~~' を 1品j揮に供給し、農業生
産力の暫大に'ti:せなければならぬ。

2) 



限
し
、
之
を
書
調
的
に
維
持
す
る
方
策
を
設
〈
べ
き
で
あ
る
。

第
六
に
農
地
法
案
の
自
作
地
創
設
策
に
於
て
は
、
原
則
と
し
て
小
作
人
に
共
の
現
在
耕
作
す
る
土
地
を
麟
入
せ
し
め
る
方
針
の
如

く
で
あ
る
。
然
る
に
我
岡
に
於
て
は
過
小
農
経
替
が
(
所
訪
五
一
民
育
制
)
多
い
か
ら
、
斯
か
る
小
作
農
が
完
全
な
る
自
作
曲
民
と
た
っ
て

も
、
そ
の
経
皆
同
積
は
抜
大
し
な
い
か
ら
、
之
に
よ
っ
て
安
定
的
な
農
民
生
活
と
合
迎
的
な
経
営
と
が
望
め
な
い
。

さ
れ
ば
自
作
農

創
設
策
に
於
て
、

h
k
A
る
池
小
農
問
題
を
も
問
時
に
解
決
せ
ん
と
す
れ
ば
、
耕
地
の
再
分
配
策
を
も
仲
は
な
け
れ
ば
友
ら
友
い
。
併

し
農
村
人
口
に
比
し
て
林
地
の
不
足
す
る
我
闘
に
於
て
、
耕
地
の
再
分
配
策
の
強
行
に
よ
っ
て
、
農
家
が
合
理
的
絞
皆
h
q」
行
ひ
得
る

開
閉
皮
は
山
一
司
油
断
徒
を
繍
阿
川
市
t
pん
L
L
f

れ
は
、
法
村
よ
り
'L
故
の
人
口
を
捌
怒
し
た
け
札
ば
攻
ら
ぬ
。
之
は
不
可
能
ヴ
あ
る
。
従
っ
て

現
買
に
却
し
た
過
小
農
問
題
の
解
決
策
と
し
て
は
、
未
墾
地
の
問
委
、
農
村
工
業
化
、
商
工
業
及
び
貿
易
の
変
速
に
よ
る
都
市
の
人

口
吸
引
力
の
増
大
、
移
民
の
奨
助
等
々
の
諸
方
策
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

自
作
農
創
設
維
持
策
を
し
て
議
期
の
成
川
市
を
卑
げ
し
め
る
た
め
に
は
、
上
漣
の
諸
方
策
を
同
時
に
採
用
し
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

五

突
に
農
地
法
案
に
於
け
る
「
農
地
の
使
用
牧
谷
闘
係
の
調
裳
」
に
閲
す
る
規
定
、
印
ち
小
作
法
に
相
営
ず
る
部
分
の
規
定
に
就
い
て

検
討
す
る
。

先
づ
第
一
に
耕
作
楼
に
閲
し
て
は
、
農
地
法
案
は
そ
の
第
十
一
僚
に
「
賃
貸
借
は
共
の
登
記
友
き
も
小
作
地
の
引
渡
あ
り
た
る
と

き
は
制
後
共
の
小
作
地
に
付
物
櫨
を
取
得
し
た
る
者
に
針
し
共
の
妓
力
を
生
十
」
と
規
定
し
て
、
農
民
に
と
り
て
共
の
生
活
の
資
源

現
下
回
土
地
問
題
と
農
地
法
案

第
四
十
四
巻

七

第
六
披

現在の我園の不耕地主のうちには申小地主が多い。此等の巾小地主のうちに
は自作農創設事業。究胞に際し、自作農正して生帝』し得るに足る土地のよ亙還
を要求するものもあらう。同家は彼等D 此のJ耳;主主でを斥けるごとは恐ら〈
は由来ないであらう。然る場合には現在の小作人目幾分は之によって現在の
観管面積の若干を縮小されること Lなるから、立に当時しでも五分なる fJ士宮を講

ずべきである。



現
下
の
土
地
問
題
と
農
地
法
案

第
四
十
四
巻

第
六
鉱

i¥ 

で
あ
る
農
地
の
模
作
穫
を
物
様
化
し
で
ゐ
る
。
耕
作
穫
を
物
権
化
寸
べ
き
こ
と
は
、
都
市
に
於
け
る
借
地
搭
及
び
借
家
権
の
物
格
化

に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
き
れ
ば
と
の
第
十
一
僚
は
農
地
法
案
と
し
て
は
蛍
然
の
規
定
で
あ
る
。

第
二
に
問
題
と
在
る
は
小
作
松
存
続
期
間
の
確
定
で
る
る
。
小
作
権
を
如
何
に
物
格
化
し
て
も
、
そ
の
存
続
期
聞
が
極
め
て
短
い

か
、
又
は
不
定
一
な
る
刊
朝
合
に
於
て
は
小
作
人
を
充
分
に
保
護
す
る
を
得
友
い
。
従
っ
て
定
期
小
作
た
る
と
不
定
期
小
作
た
る
と
を
問

は
や
、
最
低
期
間
左
規
定
し
て
、
小
作
絡
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
が
、
農
地
法
案
に
は
之
に
闘
す
る
規
定
が
ゑ
い
。
地
主
と
し
て
も

兆
円
土
地
在
自
ら
耕
作
す
る
九
込
の
お
い
限
り
.
ま
た
小
作
人
側
代
於
付
る
不
信
行
訓
加
に
制
す
る
地
、

r
の
救
例
規
定
の
存
す
る
限
り
¥

小
作
期
加
が
長
い
ほ
ど
、
地
主
小
作
人
の
相
方
に
と
り
一
て
刺
益
で
あ
り
、
ま
た
耕
地
生
産
力
の
維
持
増
迭
を
国
る
と
い
ふ
農
業
政
策

の
見
地
か
ら
す
る
も
有
利
で
あ
る
か
ら
、
不
定
期
小
作
た
る
と
定
期
小
作
た
る
と
を
問
は
十
、
小
作
地
の
賃
貸
期
間
は
十
年
乃
至
十

五
年
以
上
に
定
む
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
問
題
と
た
る
の
は
小
作
期
間
の
更
新
で
る
る
が
、
こ
の
黙
に
闘
し
農
地
法
案
第
十
八
僚
は
「
営
事
者
が
賃
貸
借
の
期
間
を

定
め
た
る
と
き
は
首
事
者
が
期
間
満
了
前
六
月
乃
至
一
年
内
に
相
手
方
に
割
し
更
新
担
絶
の
一
通
知
又
は
僚
件
を
務
夏
ナ
る
に
非
ぎ
れ

ば
更
新
せ
ぢ
る
旨
の
通
知
を
潟
さ
ざ
る
と
き
は
従
前
の
賃
貸
借
と
同
一
の
僚
件
を
以
て
更
に
賃
貸
借
を
翁
し
た
る
も
の
と
宥
倣
す
」

と
規
定
し
て
ゐ
る
。
と
の
規
定
の
み
を
以
て
す
れ
ば
、
地
主
は
小
作
期
間
満
了
前
六
ヶ
月
に
小
作
契
約
の
更
新
を
拒
絶
し
て
、
小
作

人
を
放
逐
す
る
と
と
も
出
来
る
し
、
ま
た
悪
意
の
地
主
友
ら
ば
、
之
を
小
作
料
引
上
に
利
用
す
る
と
と
も
出
来
る
。
そ
こ
で
第
十
九

僚
に
「
賃
貸
人
は
賃
借
入
に
信
義
に
反
し
た
る
行
震
た
き
限
り
賃
貸
借
の
解
約
の
申
入
争
鵠
し
叉
は
更
新
を
拒
む
と
と
を
相
何
十
」
と
規

定
し
て
、
小
作
人
の
保
護
を
念
頭
に
置
い
て
ゐ
る
。
併
し
向
ほ
と
の
雨
規
定
を
以
て
す
る
も
起
り
得
る
弊
容
は
、
地
主
が
契
約
更
新



毎
に
小
作
料
の
引
上
を
策
し
・

乙
の
目
的
の
た
め
に
契
約
更
新
を
頻
繁
た
ら
し
め
る
虞
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
十
九
保
を
改

め
て
「
賃
貸
人
は
賃
借
入
に
背
信
の
行
潟
な
き
限
り
不
営
の
理
由
に
囚
り
悪
意
を
以
て
解
約
の
申
入
を
潟
し
又
は
契
約
の
更
新
を
担

む
こ
と
を
得
や
」
と
な
し
、
第
十
八
僚
が
不
営
な
る
小
作
料
引
上
に
利
用
さ
れ
る
と
と
を
防
止
す
べ
き
で
る
る
。
第
十
九
僚
の
後
段

に
於
℃
賃
貸
人
が
正
営
に
賃
貸
借
の
解
約
の
申
入
を
潟
し
又
は
更
新
を
揺
み
得
る
場
合
と
し
て
、

「
土
地
使
用
の
目
的
の
鑓
夏
又
は

賃
貸
人
の
自
作
を
相
営
と
す
る
場
合
」
等
を
掲
げ
て
ゐ
る
が
、
現
代
の
土
地
花
有
制
度
を
認
め
る
限
り
、
土
地
所
有
機
授
の
此
の
種

の
底
分
機
ま
で
を
全
然
否
定
し
去
る
こ
と
は
出
来
た
い
で
あ
ら
う
。
併
し
不
耕
地
主
が
白
作
ぜ
ん
と
す
る
揚
合
に
於
て
は
、
相
営
な

る
理
由
の
あ
る
場
合
に
恨
H'
之九
q
許
ナ
ペ
，
〈
¥
且
つ
北
ハ
の
岡
崎
は
臼
日
の
渓
政
界
働
力
位
以
て
桃
作

ν
得
る
程
度
に
限
る
。

る
。
ま
た
期
か
る
地
主
の
経
卒
な
る
決
意
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
地
主
に
作
離
料
支
沸
、
小
作
人
の
土
地
改
良
費
に
封
ず
る
賠
償
義
務

等
を
課
寸
べ
き
で
あ
る
。

第
四
に
小
作
擦
の
解
除
が
問
題
と
左
る
。

こ
の
轄
に
閥
し
農
地
法
案
第
十
七
傑
に
は
「
賃
借
入
が
小
作
件
の
支
携
を
司
摘
さ
ざ
る
揚

合
に
於
て
賃
貸
人
が
二
月
を
下
ら
ざ
る
期
聞
を
定
め
て
共
の
支
梯
を
爆
す
べ
き
旨
を
催
台
し
、
共
の
期
間
内
に
支
沸
な
き
t

と
き
は
賃

借
入
に
宥
恕
す
べ
き
事
情
な
き
恨
り
賃
貸
人
は
賃
貸
借
を
解
除
す
る
こ
と
を
得
」
と
た
っ
て
ゐ
る
。
併
し
小
作
料
支
梯
猶
漁
期
間
の

二
ヶ
月
は
徐
り
に
短
期
に
過
ぎ
る

J

政
民
雨
黛
共
同
修
正
案
に
於
て
は
一
ヶ
月
延
し
て
三
ヶ
月
と
し
た
が
、
我
岡
の
如
き
物
納
小
作

料
制
の
下
に
於
て
は
、
小
作
人
の
支
燐
能
力
は
次
の
牧
穫
を
倹
っ
て
始
め
て
同
復
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
小
作
料
支
排
猶
換
期

聞
を
吹
牧
穫
期
ま
で
一
ヶ
年
の
猶
複
を
興
ふ
る
を
至
嘗
と
す
る
。

第
五
に
小
作
人
の
作
雄
件
及
び
土
地
改
良
費
賠
償
清
求
模
が
問
題
と
な
る
ロ
農
地
法
案
に
は
此
の
貼
に
閲
す
る
規
定
を
快
い
て
ゐ

現
下
の
土
地
問
題
と
農
地
法
案

第
四
十
四
巻

第
六
掠

九

こり賃貸人の自作を相常在ナる場合主は賃貸?人が自作をな十にあちぎれば生
活をなし得ないと云ふが如く、之を組めて侠〈解すべきである。

2) 



現
下
の
土
地
問
題
、
と
農
地
法
案

第
四
十
四
巻

四

第
六
披

O 

る
。
政
民
共
同
修
正
案
で
は
作
離
料
に
闘
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
、
小
作
料
の
一
ヶ
年
分
に
相
蛍
す
る
額
の
範
閣
内
で
定
め
ら
れ
る

と
と
、
た
づ
た
。
併
し
小
作
人
の
土
地
改
一
良
費
賠
償
請
求
様
は
街
ほ
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
い
。
小
作
人
が
自
己
の
持
力
費
用
を
用
ゐ
て

小
作
地
を
改
良
し
、
共
の
債
値
を
高
め
た
揚
ム
口
に
、
地
主
が
之
に
釘
し
何
等
の
賠
償
を
支
排
は
宇
、
無
償
で
小
作
地
の
返
還
を
受
〈

る
も
の
と
す
れ
ば
、
地
主
は
ぷ
営
に
利
経
す
る
と
と
a
h

な
り
、
ひ
い
て
小
作
地
の
改
良
を
阻
害
す
る
と
と
L

危
る
か
ら
u

図
民
経
済
上

よ
り
見
る
も
不
利
徒
で
あ
る
。
従
っ
て
小
作
人
の
土
地
改
良
費
に
劉
す
る
賠
償
義
務
を
地
主
に
課
す
る
や
ろ
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

第
六
に
相
官
小
作
料
の
規
定
が
問
縞
し
し
仕
る
。

-
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ペ
キ

に
闘
す
る
僚
件
が
比
隣
の
小
作
地
の
小
作
料
の
増
減
共
の
他
の
事
情
の
鐙
更
に
囚
わ
り
不
相
営
た
る
に
歪
り
た
る
と
き
は
契
約
の
僚
件

に
拘
ら
や
蛍
事
者
は
帰
来
に
向
て
小
作
料
に
闘
す
る
僚
件
の
媛
更
を
請
求
す
る
と
と
を
得
」
と
規
定
し
、
小
作
人
に
剥
し
少
〈
も
不

営
な
る
小
作
料
は
或
る
程
度
ま
で
之
を
引
下
げ
得
る
見
込
を
興
へ
て
ゐ
る
。
併
し
同
法
案
第
五
僚
に
「
小
作
閥
係
の
営
事
者
は
合
意

を
以
て
農
地
委
員
舎
に
賂
来
に
向
て
小
作
料
共
の
他
の
小
作
僚
件
の
改
定
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
か
ら
、
小
作

人
が
農
地
委
員
舎
に
封
し
小
作
料
改
定
の
請
求
を
銭
す
に
は
、
地
主
と
の
合
意
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
若
し
地
主
が
同
意
し
左
け

れ
ば
小
作
人
の
小
作
料
改
定
に
劃
す
る
希
望
も
全
く
水
砲
に
障
す
る
。
現
在
の
地
主
が
小
作
料
の
改
定
に
来
し
て
容
易
に
同
意
す
る

で
あ
ら
う
か
。
認
に
も
農
林
首
局
の
地
主
・
小
作
人
の
互
譲
相
助
の
精
神
に
劃
す
る
過
大
評
債
が
あ
る
の
で
は
カ
か
ら
う
か
。
若
し

設
局
に
し
て
小
作
料
を
相
常
化
す
る
決
意
を
布
す
る
た
ら
ば
、
村
K

の
農
地
委
員
舎
の
外
に
、
各
府
腕
桝
毎
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
於
け

る
土
地
委
員
舎
の
如
き
公
標
力
を
有
す
る
小
作
審
判
所
を
設
け
一
、
園
家
の
公
的
段
替
を
導
入
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
友
ら
ね
。
即
ち

賞
事
者
の
一
方
が
従
来
の
小
作
料
を
不
営
と
し
、
相
営
小
作
料
の
決
定
を
願
出
で
た
る
相
割
合
に
、
と
の
容
判
所
が
北
ハ
の
願
出
を
正
首



た
り
と
認
め
た
る
と
き
は
、
認
で
相
営
小
作
料
を
決
定
し
、

雨
営
事
者
を
し
て
此
の
審
判
所
の
決
定
に
服
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
。

の
た
め
に
は
農
地
法
案
中
陀
相
蛍
小
作
料
決
定
に
闘
す
る
規
定
を
設
く
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
今
日
の
如
く
小
作
争
議
を
侠
た
や
し

て
、
小
作
料
が
公
正
化
さ
れ
る
注
が
聞
か
れ
る
か
ら
、
陰
惨
な
る
農
村
の
気
風
が
明
朗
化
さ
れ
る
こ
と

L
た
る
。

第
七
に
小
作
料
の
減
免
に
閲
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
農
地
法
案
に
は
之
に
闘
す
る
規
定
を
飲
い
て
ゐ
4
K
が
、
政
民
共
同
修

E
案
は

不
作
の
揚
合
に
於
け
る
減
免
の
巾
間
期
日
及
び
検
見
の
制
度
に
闘
す
る
規
定
宇
一
追
加
し
た
。
之
は
小
作
人
の
減
免
請
求
械
を
確
認
し

た
も
の
で
安
営
友
る
応
世
で
あ
る
。
更
に
こ
の
揚
ム
口
に
於
て
も
、
買
収
穫
雨
が
平
年
作
よ
り
幾
割
減
少
し
た
る
場
合
に
は
小
作
料
を

幾
割
減
少
す
る
と
か
、
資
収
陪
が
呪
物
小
作
件
の
地
問
ト
訓
以
下
で
あ
れ
ば
、
小
作
料
J

ピ
終
削
減
制
す
る
と
か
、
ま
た
収
穫
高
が
平
年

作
の
曲
川
削
以
下
で
必
れ
ば
小
作
料
社
会
品
ん
す
る
と
か
炉
一
詳
細
に
規
定
ナ
る
と
と
が

ト
'
F
f叫
'cbh
山
こ
ん
石
止
す
る
と
わ
ら
遣
ま
し

1
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l
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a
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-
E
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ぃ
。
少
く
と
も
小
作
人
保
護
の
見
地
か
ら
、
賃
収
穫
が
卒
年
作
の
何
割
以
下
で
あ
れ
ば
小
作
料
を
金
売
す
る
か
を
椛
定
し
て
置
く
と

と
が
必
要
で
あ
る
c

何
ほ
政
民
共
同
修
正
案
に
は
小
作
人
が
小
作
料
の
一
部
の
支
梯
を
怨
さ
ん
と
す
る
場
合
に
は
、
地
主
は

E
悦
の
事
由
な
〈
し
て
そ
り
受
領
を
拒
む

こ
止
を
符
ず
と
の
規
定
を
附
加
し
て
ゐ
る
。
不
作
凶
作
の
際
、
減
免
に
つ
き
紛
議
が
起
円
J

h
九
州
場
合
、
小
作
人
は
自
己
の
裂
末
ナ
る
だ
け
円
減
免
分
を

差
引
い
て
残
り
を
内
納
め
と
し
て
支
姉
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
爾
後
其
の
分
に
付
て
は
遅
滞
の
責
を
免
れ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
小
作
人
は
現
在
よ
り
も

有
利
と
な
る
諜
で
あ
る
が
、
併
し
こ
り
保
文
の
後
段
に
は
、
こ
の
場
合
地
主
は
小
作
料
の
一
部
支
挽
を
受
領
す
る
も
、
之
が
た
め
に
小
作
料
の
減
額

そ
の
他
の
請
求
を
承
諾
し
た
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
と
が
な
い
と
い
ふ
但
書
が
附
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
規
定
は
寧
ろ
地
主
に
と
り
て
有
利
と

な
る
。農

地
法
案
第
二
十
四
保
に
「
農
地
の
耕
作
を
目
的
と
す
る
請
負
其
の
他
の
契
約
は
之
を
賃
貸
借
と
宥
倣
す
」
と
の
規
定
が
あ
る
が
、
之
は
紹
訴
に
必

要
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
今
日
各
地
に
小
作
争
議
の
封
抗
策
'
と
し
て
地
主
を
以
で
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
土
地
曾
枇
が
出
現
し
て
ゐ
る
が
、
和
も
す
れ
ば

土
地
曾
祉
を
以
て
土
地
の
賃
借
入
と
な
し
、
小
作
人
を
農
業
務
働
者
と
し
て
取
扱
ひ
、
以
で
農
地
法
の
遁
用
を
免
れ
ん
左
努
め
る
か
ら
で
あ
る
。

現
下
白
土
地
問
題
と
農
地
案
法

第
六
掠

第
四
十
四
巻

五

と
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現
下
の
土
地
問
題
と
農
地
法
案

第
四
十
四
巻

一
二
三
六

第
六
競

更
に
農
地
法
案
に
は
永
小
作
に
闘
す
る
一
一
一
一
一
の
規
定
が
あ
る
が
、
政
民
共
同
修
正
案
は
更
に
永
小
作
人
を
救
済
す
る
た
め
「
民
法
施
行
前
永
久
存

績
ナ
べ
き
も
の
と
し
て
設
立
し
た
る
永
小
作
樫
に
つ
い
て
は
民
法
施
行
の
日
よ
り
五
十
年
を
経
抱
し
た
る
後
と
雌
も
民
法
肱
行
法
第
四
十
七
保
第
三

項
の
規
定
に
拘
ら
ず
永
小
作
人
が
永
小
作
地
。
耕
作
を
鱗
績
し
且
つ
信
義
に
反
し
た
る
行
録
な
き
限
り
永
小
作
人
が
従
前
と
同
一

m
保
件
を
以
て
更

に
存
績
期
間
の
更
新
を
申
出
た
る
時
は
永
小
作
地
の
所
有
者
は
之
を
拒
む
こ
と
を
得
子
前
項
目
規
定
に
よ
り
更
新
し
ゅ
「
る
永
小
作
粧
の
期
聞
は
更
新

の
時
よ
り
五
十
年
と
す
」
な
る
一
依
文
を
附
加
し
た
こ
と
は
、
時
宜
に
適
し
た
廃
位
で
あ
旬
、
農
地
法
案
中
の
永
小
作
に
闘
す
る
規
定
土
り
も
、
永

小
作
人
救
桝
の
た
め
に
は
遁
に
マ
進
歩
的
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
良
地
法
案
の
「
長
地
の
使
間
収
続
閥
係
の
調
整
」
に
闘
す
る
主
な
る
規
定
を
検
討
し
た
。
此
山
山
干
の
既
定
の
'
g
y

，t
は、

明
向
六
年
hu
創
五
十
九
議
官
比
政
府
議
と
し
て
提
出
し
た
る
小
作
法
案
の
枕
氾
の
一
郎
社
そ
の
志

L
X
は
投
分
修
医
し
て
付
開
閉
し
た

る
も
の
に
過
ぎ
宇
、
政
民
共
同
修
正
も
ま
た
此
の
小
作
法
案
の
範
箇
を
出
で
な
い
。
加
之
、
農
地
法
案
は
小
作
法
案
に
比
し
て
、
定

期
小
作
の
最
短
期
間
に
閥
す
る
規
定
、
小
作
人
の
土
地
改
良
費
に
射
す
る
賠
償
規
定
・
地
主
の
強
制
執
行
に
刻
す
る
緩
和
規
定
等
を

依
い
て
ゐ
る
。

こ
れ
農
地
法
案
が
小
作
法
案
に
比
し
て
後
退
的
で
あ
る
と
云
は
れ
る
所
以
で
る
る
。

-‘-
~、

以
上
に
よ
っ
て
瞭
か
な
る
が
如
く
、
今
や
増
産
政
策
、
債
格
政
策
及
び
分
配
政
策
の
三
政
策
を
遁
営
に
綜
合
統
一
し
て
健
賓
た
る

日
本
農
業
政
策
の
確
立
に
努
力
す
べ
き
秋
で
あ
る
。
舎
で
増
産
政
策
や
債
格
政
策
の
樹
立
に
際
し
積
極
的
・
進
歩
的
役
割
を
同
市
し
た

る
農
林
省
局
に
針
し
、

農
業
分
配
政
策
た
る
農
地
政
策
の
確
立
に
つ
い
て
も
、

ま
た
同
様
な
る
役
割
が
田
市
さ
る
L
ょ
う
切
望
し
た

営
小
作
料
の
賓
現
と
を
岡
り
、

ぃ
。
而
し
て
こ
の
葉
地
政
策
の
確
立
に
就
い
て
は
先
づ
「
農
地
の
使
用
牧
釜
闘
係
の
調
整
」
に
重
詰
を
置
い
て
、
耕
作
権
の
確
立
と
相

乙
の
地
盤
の
上
に
於
て
始
め
て
自
作
農
創
設
維
持
事
業
を
賓
施
し
て
、
そ
の
事
業
の
経
済
的
成
功
を

間
り
、
以
て
創
設
さ
れ
た
自
作
農
を
し
て
そ
の
購
入
農
地
を
放
棄
せ
し
め
ざ
る
や
う
、
ま
た
彼
等
を
し
て
借
金
奴
隷
化
せ
し
め
ざ
る

ゃ
う
、
更
に
徒
に
地
主
の
土
地
寅
逃
げ
を
助
長
せ
ざ
る
や
う
寓
全
の
方
策
を
議
や
べ
き
で
る
る
。


